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トルの個展と上演は相互融合的な関係にあった。三野は個展会期中に時おり芝居の公開リハーサルを行
うことで同一空間を「作品展示会場」「稽古場」「舞台」へと変容させてみせたのだが、そこには状況の変
化や時間の経過で同じものが異なる印象を与える事態を提示する意図が認められる。「似ているものと似
ていないもの」を主題とする本戯曲は、何が違いを成立させているか、そしてその境界の曖昧さを経験的
に示すものであり、個展から上演へとつながる場の変質は作品の重要な要素であった。博士課程提出作品
は「人間と魚が浜」の舞台装置に初演時の記録映像を加えて再構成し、多層的時間とイメージの現在性を
喚起させるものとなっていた。 
審査会では粗削りな部分を残す点や論理の詰めの甘さ等が指摘されたが、新たな枠組みを語ることへの
困難に怖じることなく、実践的な活動と考察の往還において自らの主題を深めている点、着眼点の独自性、
精力的な活動姿勢が高く評価され、審査会全員一致で合格とした。
 
